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・施設の老朽化に伴い不具合が生じた箇所については、早急に修繕を行っている。また、現状を鑑
み、可能なものは仕様を見直し、歳出の削減を行っている。
・施設や設備の老朽化に対しては、令和元年度に個別施設計画を策定した。今後も計画的に施設の
修繕、整備等の管理を行い、建て替えや運営方法について検討していく。

外部評価 事業内容説明シート（自転車駐車場施設管理費）

どのような事業ですか

対象（誰が誰のために）

・通勤・通学・買物等により自転車を利
用する人のために、駅周辺に自転車駐車
場を設置している。
・自転車等の放置禁止区域内に自転車置
場を設置している。

この事業を行った結果はどのようなものですか

事業費（どのくらいの税金が使われていますか）

令和元年度 決算額 449,050千円
令和２年度 決算額 460,713千円
令和３年度 決算額 459,289千円

実績

どのような成果がありましたか

課題に対し、これまでどのような見直しを行いましたか
また、今後どのように解決していきますか

人件費の高騰により管理委託料が毎年増加傾向にある。
また、施設の老朽化により修繕箇所も増加している。

どのような課題がありますか

自転車利用者の利便性向上に資するとともに、駅周辺に
おける交通の安全及び美観が保たれ、良好な生活環境の
維持に寄与した。

利用台数については別紙（資料３．自転車駐車
場の現況について）のとおり。

目的（何のために）

自転車等の利用者の利便を図り、駐車秩
序を維持するとともに、自転車等の放置
を防止することで、駅周辺における交通
の安全確保および都市の美観保持を図る。

内容（何をするのか）

自転車駐車場14箇所・自転車置場18箇
所の利用申請・登録・施設の管理。
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実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和 3年度

事業名称 自転車駐車場施設管理費 担当
市民生活部

交通安全対策課

事業区分 通常事業 － 問い合わせ先 258-1110(#73-626) 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 昭和 59 年度 ～ 年度

第次川口市総合計画 Ⅴ　誰もが“安全で快適に暮らせるまち”-２　安全・安心・快適な移動を支える交通環境の整備-③　交通安全対策の充実

根拠法令等 自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律、自転車駐車場条例

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち義務的なもの 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

自転車等（道路交通法に規定する自転車及び50cc以下の原
動機付自転車）利用者

市民等

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

自転車利用者の利便性向上を図り、駐車秩序を維持するとと
もに、自転車等の放置を防止することで、駅周辺における交
通の安全確保および都市の美観保持を図る。

自転車駐車場１４箇所・自転車置場１８箇所の利用申請・登録や施設
の管理を行う。

当該年度の実
施内容及び成

果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・新年度(令和３年１０月１日～）利用者の置場登録受付業務
をコロナ禍のため郵送にて行った。
・自転車駐車場の委託業者が利用者に適切な対応を行うよう
適宜指導を行った。
・駐車場・置場の老朽箇所の修繕をおこなった。

自転車利用者の利便性向上に資するとともに、駅周辺における交通の
安全および都市の美観が保たれ、良好な生活環境の維持に寄与し
た。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 自転車置場および自転車駐車場利用者数 指標・目標値の
説明（算定式）

指標：自転車置場および自転車駐車場の一日の利用者数
目標値：前年比95％以上を維持単位 台 指標の種別 結果

目標値
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

21,199 20,672 17,104.00 16,909.00 16,064.00

実績値・達成状況 21,760 達成 18,004 未達成 17,799.00 達成

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和4年度 令和5年度

2 款 1 項 24 目 1 細目 1 細々目 自転車駐車場施設管理費

468,535 464,917

年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

652,004 652,004

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 449,050 460,713 459,289

予算額（Ａ） 450,464

財
源
※

特定財源（Ｃ） 409,830 345,339 360,488 411,366

一般財源（Ｄ） 39,220 115,374 98,801 240,638

概算人件費（Ｅ） 14,615 14,615 14,615 14,615 14,615

1.85 0.00 1.85従事職員人数（人） 常勤 再任用 1.85 0.00 1.85 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 463,665 475,328 473,904 666,619 666,619

0.00 1.85 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
有
効
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

15

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

十分行った

適正 ／15

効
率
性

コストに対する成果 どちらともいえない

9
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 検討した 受益者負担の水準 適正

民間活用 検討した ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

52
経費削減の観点から運営方法について検討を行ったが、施設の老朽化により修繕費用がかさ
むことから、指定管理者制度等によるメリットは希薄であるため、別の視点による検討が必要で
ある。

翌年度

２　実施計画事業評価調書
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№ 駅名 施設名称 項目 令和元年度 令和2年度 令和3年度
利用率 82.5% 59.7% 56.8%

利用台数※１ 1,322(422) 956(270) 910（254）
使用料 39,156,100円 28,668,400円 27,581,400円
委託料 159,560,813円 176,285,642円 183,011,084円
利用率 102.7% 76.0% 85.1%
利用台数 2,773(1,194) 2,053(834) 2,298（951）
使用料 107,668,010円 77,768,590円 85,888,880円
委託料 159,560,813円 176,285,642円 183,011,084円
利用率 15.4% 9.7% 8.0%
利用台数 257(46) 162(28) 134（29）
使用料 6,224,910円 3,824,480円 3,589,520円
委託料 159,560,813円 176,285,642円 183,011,084円
利用率 91.6% 69.5% 68.7%
利用台数 2,970(1,317) 2,254(955) 2,228（1008）
使用料 109,702,630円 78,812,070円 81,345,160円
委託料 159,560,813円 176,285,642円 183,011,084円
利用率 139.9% 122.3% 113.3%
利用台数 389(110) 340(83) 315（82）
使用料 11,286,860円 10,091,360円 9,154,530円
委託料 19,724,980円 21,588,943円 22,658,412円
利用率 99.3% 61.3% 57.4%
利用台数 531(369) 328(191) 307（183）
使用料 18,041,260円 11,453,200円 10,673,850円
委託料 19,724,980円 21,588,943円 22,658,412円
利用率 93.9% 74.5% 78.5%
利用台数 261(88) 207(57) 218（63）
使用料 8,195,300円 6,009,130円 6,627,060円
委託料 45,195,665円 48,852,887円 50,965,407円
利用率 56.5% 38.9% 35.5%
利用台数 628(199) 433(117) 395（132）
使用料 18,802,380円 12,847,830円 12,431,120円
委託料 45,195,665円 48,852,887円 50,965,407円
利用率 116.0% 98.4% 102.1%
利用台数 434(128) 368(81) 382（93）
使用料 12,988,030円 10,604,330円 11,483,680円
委託料 45,195,665円 48,852,887円 50,965,407円
利用率 40.8% 32.3% 32.1%
利用台数 502(160) 397(103) 395（119）
使用料 14,885,470円 11,622,530円 12,027,170円
委託料 23,530,908円 24,924,611円 26,308,317円
利用率 74.5% 59.7% 55.7%
利用台数 1,066(185) 853(106) 796（107）
使用料 30,331,230円 23,658,460円 22,543,740円
委託料 28,649,360円 30,226,924円 30,422,966円
利用率 97.5% 92.6% 94.4%
利用台数 278(12) 264(11) 269（10）
使用料 6,624,100円 6,253,090円 6,347,710円
委託料 28,649,360円 30,226,924円 30,422,966円
利用率 88.2% 67.5% 68.2%
利用台数 675(170) 516(110) 522（124）
使用料 17,018,040円 12,929,320円 13,238,460円
委託料 17,905,448円 18,415,320円 18,584,014円
利用率 47.4% 33.2% 33.9%
利用台数 876(289) 615(185) 628（183）
使用料 26,101,760円 19,483,950円 18,983,500円
委託料 23,033,530円 25,110,500円 26,845,874円

※１．（）内は一時利用数

14 川口元郷駅 川口元郷地下自転車駐車場

10 新井宿駅 新井宿地下自転車駐車場

13 南鳩ヶ谷駅 南鳩ヶ谷駅自転車駐車場

11

鳩ケ谷駅

鳩ケ谷駅第１自転車駐車場

12 鳩ケ谷駅第２自転車駐車場

5

西川口駅

並木自転車駐車場

6 西川口自転車駐車場

7

東川口駅

東川口自転車駐車場

8 東川口地下自転車駐車場

9 戸塚自転車駐車場

1

川口駅

栄町自転車駐車場

2 川口駅東口地下自転車駐車場

3 幸町自転車駐車場

4 川口自転車駐車場

３　自転車駐車場の現況について
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他市における指定管理者導入状況について
（中核市及び豊橋市の近隣６２市に調査を行い、指定管理制度を導入している30市のうち、導入効果について回答があった市を抜粋）

自治体名 寝屋川市 東大阪市 姫路市

質問1 導入の効果

条例で上限を定め、指定管理者の提案により

設定できるため、条例改正を行う必要はな

い。

指定管理者の発案による利用者サービスの充

実化（機械式駐輪施設の導入、高齢者や身障

者の使い勝手が良いスペースの確保、電動空

気入れの導入、問合せや苦情等の受付が24時

間可能といったサービス等）

・市は安定した収入が得られる。

・利用者増が指定管理者の収益増につながる

ため、指定管理者が利用者サービス向上につ

ながる支出を積極的に行うようになり、施設

利便性が向上した。

特になし

（指定管理者の自主事業として、今後、イン

フォメーションボードや防犯カメラの設置を

予定している）

質問2 導入の問題点 特になし

新型コロナウイルス等の天災による減収の取

り扱い

（市の指示によるもの（閉鎖や休校による学

生への還付等）でない限り、減収分の補填を

行わない）

・指定管理者にとって、社会情勢、周辺環境

の激変時のリスクが大きい。収入減により安

定運営できなくなると、公設駐輪場運営の最

大の目的である放置自転車対策に悪影響を及

ぼす可能性がある。

・利用料金収入の多寡が近隣施設の集客力で

ほぼ決まってしまい、インセンティブが働き

づらい。

募集要項と条件が変わった場合の変更が難し

い

変化していない 減少した 変化していない 減少した

毎月の委託金の支払い事務がなくなった。

利用料金の還付金を毎月事前に指定管理者に

預け、残金を月末精算していたが、それに関

する事務がなくなった。

年度ごとの業務委託の発注作業や毎月の委託

料の支払い処理がなくなった

変化していない 変化していない 変化していない

変化していない 変化していない 変化していない
利用料金制に移行した事により利用者サービ

スの充実化が図られているが、利用者が自転

車駐車場を選ぶ要素は目的施設からの距離が

多くを占めているため、なかなか売上増に繋

がっていない。

質問6 修繕費の負担

修繕費用について、１件50万以下の場合は指

定管理者が負担し、当該金額を超える場合は

協議としている。

年度協定により1件100万円未満の修繕に関し

ては指定管理者が実施するよう定めている。

なお、管理費に修繕料を計上させており、使

い切らなかった場合は返還するよう協定書で

定めている。

1件当たり税込20万円以上の修繕は市、それ

未満の修繕は指定管理者が行うよう仕様書で

定めている。

①市が行う修繕

 計画修繕及び②で定める指定管理者が行う

修繕以外の修繕を行っている

②指定管理者が行う修繕

 過去の実績により、施設ごとで年間上限額

を設定しており、付属設備や設備の故障、雨

漏りなど駐車場運営において緊急を要する修

繕を行っている。なお、指定管理者が行う修

繕は利用料金収入より支出している

質問4 導入による歳出の変化

質問5 導入による売上の変化

質問3 導入による市の業務量変化

４　他市における指定管理導入状況について
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※川口駅

幸町自転車駐車場

栄町自転車駐車場

川口駅東口地下自転車駐車場

川口自転車駐車場

並木自転車駐車場

西川口自転車駐車場

※西川口駅

５　自転車駐車場案内図
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※東川口駅

東川口地下自転車駐車場

戸塚自転車駐車場

※新井宿駅

新井宿地下自転車駐車場
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鳩ケ谷駅第１自転車駐車場

鳩ケ谷駅第２自転車駐車場

※鳩ヶ谷駅

南鳩ヶ谷駅自転車駐車場

※南鳩ヶ谷駅
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川口元郷地下自転車駐車場

※川口元郷駅
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現状の課題分析及び令和3年度から実施している3年保育が一回りする令和5年度に合わせて成果と
課題をまとめ、今後の市立幼稚園の方向性を検討し、あり方や特色を再考していく。

幼・小・中の滑らかな接続を行うなど公立幼稚園として
市民から信頼される幼児期教育の推進が図られた。また、
令和3年度からは、新たに3年保育制度を実施している。

外部評価 事業内容説明シート（幼稚園費）

どのような事業ですか

対象（誰が誰のために）

市立幼稚園２園（舟戸・南平幼稚園）の
在籍園児

この事業を行った結果はどのようなものですか

事業費（どのくらいの税金が使われていますか）

令和元年度 決算額120,980千円
令和2年度 決算額124,781千円
令和3年度 決算額 千円
別紙資料参照

実績

どのような成果がありましたか

課題に対し、これまでどのような見直しを行いましたか
また、今後どのように解決していきますか

保育園料無償化に伴う私立幼稚園との差異が少なくなり
在籍園児数の減少及び施設の老朽化があげられる。

どのような課題がありますか

在籍園児数（2園分） 各年度5月1日現在
令和元年度154人（舟戸80・南平74）
令和2年度110人（舟戸57・南平53）
令和3年度107人（舟戸63・南平44）
令和４年度 ８0人（舟戸46・南平34）
別紙資料参照

目的（何のために）

家庭と連携し、知・徳・体の素地形成に
向けた教育活動を推進し、明るく元気な
子供の成長を促す幼児教育の推進を目的
とする。

内容（何をするのか）

基本的な生活習慣を身に付けさせるとともに、遊
びを中心とした自然体験、知的発達を促す体験な
どを通して子どもの健やかな成長を促す。また、
小学校への移行を円滑にするための発達段階に応
じた教育を実施する。
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◆ 幼稚園費執行状況（令和元年度～令和３年度）
(単位：円)

予算現額 支出額 予算現額 支出額 予算現額 支出額

124,574,000 120,979,918 128,200,000 124,780,970 0 0

112,200

令和３年度

1,713,000 1,616,695

5,552,000 5,504,788

126,000 55,924

18,000

673,000 133,694

7,619,000 6,651,061

8,506,000 8,333,395

1,132,992

令和２年度

52,896,000 52,631,584

30,042,008 29,445,158

17,546,000 16,973,749

令和元年度

2,262,000 2,171,730

1,132,992

18,000 18,000

合　　　　　計

○ 備品購入費（教育用器具費、遊具等購入費、図書購入費） 2,142,000 2,059,225

○ 負担金・補助及び交付金（かわぐち学校サポートプラン事業交付金等） 334,000 325,200

○ 使用料及び賃借料（器具等借上料、電子複写機等借上料等） 4,886,000 4,804,991

○ 原材料費（補修用材料費） 126,000 59,214

○ 役務費（通信運搬費、人材派遣手数料等） 7,975,000 7,828,390

114,000

○ 委託料（警備等委託料等、樹木等管理委託料等） 1,672,000 1,530,378

○ 旅費（普通旅費） 498,000 157,528

○ 需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕料等） 7,438,750 4,880,930

項　　目

○ 共済費（職員共済組合負担金、社会保険料等） 15,493,000 15,381,347

○ 賃金（臨時補助員賃金） 1,522,250 1,522,250

○ 給料 53,076,996 53,020,461

○ 職員手当等（地域手当、期末手当、勤勉手当、通勤手当等） 29,392,004 29,392,004

○ 報酬（パートタイム会計年度任用職員報酬）

○ 報償費 18,000
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■ 市内幼稚園園児数の推移

40.0 31.4 40.7 38.2 24.3 48.6 41.4 38.1

37.9 37.1 31.4 28.6 31.4 22.9 32.4

合計 45.0 65.0 55.0 31.4 47.1 39.3

80

合計 140 140 280 140 140 280 70 70 140 280 70 70 70 210

44 66 110 28 22 57 107 17

22.9 52.9 42.9 31.4

40.7 42.9 31.4 52.9 45.0 25.7 54.3 51.4

34 29

舟戸 38.6 75.7 57.1 40.0 41.4

南平 51.4 54.3 52.9

140 35 35 70 140 35 35 35 105

43.8

140 35 35 70 140 35 35 35 105

舟戸 70 70 140 70 70

南平 70 70 140 70 70

なし
１園

私立幼稚園１園

１園
１園
１園
１園

※　令和４年４月１日現在、県内１６市町、３０園
中核市

１園
３園
なし
なし
なし
なし

八王子市
横須賀市

杉戸町
さいたま市

川越市
越谷市
船橋市

8

※　本市以外の県内における政令市、中核市による市立幼稚園運営の実績はなし

■ 埼玉県内及び類似団体の公立幼稚園設置状況
県内：６３市町村

自治体名 幼稚園数 備　考

指定都市
中核市
中核市
中核市
中核市

２園
１園
２園
１園
２園
２園
８園
２園

神川町

飯能市
秩父市
滑川町
嵐山町
鳩山町
皆野町

１園
１園

川口市
所沢市
狭山市
上尾市
熊谷市
久喜市
深谷市
坂戸市

17
18
19

類似団体

類似団体

類似団体

11
12
13
14
15
16

5
6
7

9
10

№

1
2
3
4

928 29 57

16 37 5336 38 74

舟戸

令和５年３月３１日廃園予定

13 11

7,465

27 53 80

5,144 5,110 15,427

19 18

1,999 2,349 2,517 6,865

15 11 37 63

4,601 4,683 4,861

2,106 2,346 2,563

令和２年度 令和４年度

４歳児 ５歳児 合計 ３歳児 ４歳児 ５歳児

2,513 2,710 2,804 8,027

合計 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

5,040 5,140 5,111 15,291

2,296 2,565 2,604私立幼稚園在籍人数（人）

南平

３歳児

5,173

◆令和元年度

合計 63 91 154

市立幼稚園在籍人数

（人）

市立幼稚園定数

（人）

市立幼稚園在籍率

（％）

（各年度５月１日現在）

20 44

令和３年度

３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

4,747 4,922 5,078 14,747

46

8 15 11 34

14,145

7,015

市内人口（人）【4月1日現在】



（令和 2 年 3 月教育委員会資料抜粋） 

１ 現状 

市立幼稚園児数の推移 

 

舟戸幼稚園 南平幼稚園 
合計 

４歳児 ５歳児 計 ４歳児 ５歳児 計 

２０年度 69 68 137 50 47 97 234 

２１年度 65 68 133 45 49 94 227 

２２年度 69 68 137 40 51 91 228 

２３年度 68 69 137 41 44 85 222 

２４年度 70 67 137 50 45 95 232 

２５年度 65 69 134 53 52 105 239 

２６年度 50 70 120 65 56 121 241 

２７年度 52 53 105 39 65 104 209 

２８年度 57 58 115 56 40 96 211 

２９年度 62 62 124 36 55 91 215 

３０年度 48 62 110 35 39 74 184 

元年度 27 53 80 36 38 74 154 

２年度 27 27 54 18 36 54 108 

※定員：各園 35 人×2 クラス×2 年 

※２年度は見込み 

 

２ 減少の要因 

（１）保育ニーズの増加 

（２）幼児教育無償化の実施（令和元年１０月から） 

（３）一般的な私立幼稚園とのサービス内容の比較 

 

川口市立

２年保育(4・5歳児)

保護者の送迎のみ

弁当持参

なし

市内私立

３年保育(3～5歳児)

預かり保育 希望者の利用　可

送迎

給食

通園バス・保護者送迎 選択 可

給食・弁当 選択　可

対象児童

４　川口市立幼稚園の今後の計画について
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３ 在園児童保護者のアンケート調査（回答者数 137 人） 

 ＜幼稚園への要望 上位３項目＞ ※ＡとＢの合計 

    １ 延長保育    １０４名（７５．９％） 

    ２ ３年保育     ９５名（６９．３％） 

３ 送迎バス・駐車場 ９２名（６７．２％） 

 ＜公立幼稚園を選んだ理由＞ 

  １ 保育内容   １３５名（９８．５％） 

  ２ 先生     １３４名（９７．８％） 

  ３ 保育料    １２６名（９２．０％） 

Ａ…よくあてはまる    Ｂ…どちらかといえばあてはまる 

Ｃ…あまりあてはまらない Ｄ…全くあてはまらない（複数回答可） 

 

４ 計画案 

 

 

 

  各園のクラス数 

 
年少 

（３歳） 

年中 

（４歳） 

年長 

（５歳） 
合計 

令和元年度 ０ ２ ２ ４ 

令和２年度 ０ ２ ２ ４ 

令和３年度 １ １ ２ ４ 

令和４年度 １ １ １ ３ 

  ※新たな施設整備必要なし 

 

令和３年度から ３年保育の実施 
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